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委
員
長　

陶
　
山
　
睦
　
子 

　

　

南
部
町
赤
十
字
奉
仕
団
は
、
平
成

十
七
年
の
合
併
以
来
今
年
で
二
十
周

年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
活
動

は
地
域
の
皆
様
や
関
係
諸
団
体
の
ご

支
援
の
お
か
げ
で
あ
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
赤
十
字
の
理
念
で
あ
る
人
道
の
実
現

を
目
指
し
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う
強
い
思
い
を
持
ち
、

こ
れ
ま
で
思
い
や
り
、
や
さ
し
さ
、
助
け
合
い
、
奉
仕
、

人
と
人
と
を
繋
ぐ
心
、
を
大
切
に
共
に
助
け
合
う
明

る
い
社
会
の
た
め
に
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

二
十
年
に
わ
た
る
歴
史
と
伝
統
を
顧
み
た
時
、
諸
先

輩
の
後
に
続
き
地
域
福
祉
の
向
上
に
貢
献
出
来
る
事
を

誇
り
に
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
奉
仕
の
精
神
を
原
動

力
と
し
て
仲
間
を
募
り
活
動
を
広
げ
、
皆
様
の
お
力
を

お
借
り
し
地
道
に
活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

奉
仕
団
の
軌
跡
を
記
念
誌
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
の
で

ご
高
覧
頂
け
ま
し
た
ら
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

　　
　
　
　

南
部
町
社
会
福
祉
協
議
会

会　

長　

入
　
口
　
　
　
幹 

　

　

南
部
町
赤
十
字
奉
仕
団
合
併
二
十

周
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

団
員
各
位
の
永
年
に
亘
る
地
道
な

活
動
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝
と
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
南
部
町
社
協
が
主
催
す
る
事
業
で
あ
り
ま
す

法
勝
寺
川
土
手
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
子
供
服
リ
ユ
ー

ス
に
係
る
託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
夏
休
み
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
（
小
・
中
学
校
）
で
の
奉
仕
な
ど
様
々
な
場
面

で
ご
協
力
頂
き
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

赤
十
字
奉
仕
団
員
の
皆
様
方
の
崇
高
な
団
員
信
条

に
基
づ
く
活
動
は
、
地
域
に
根
差
し
地
域
に
な
く
て

は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

模
範
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
方
の
活

動
が
更
に
充
実
、
拡
大
し
発
展
さ
れ
る
こ
と
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

　　
　
　
　

日
本
赤
十
字
社
鳥
取
県
支
部

事
務
局
長　

池
　
上
　
祥
　
子 

　

　

南
部
町
赤
十
字
奉
仕
団
合
併
二
十
周

年
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
西
伯
町
と
旧
会
見
町
の
奉
仕
の

精
神
が
一
つ
と
な
り
、
高
齢
者
施
設

で
の
奉
仕
活
動
や
小
中
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験

の
支
援
な
ど
地
域
と
連
携
し
人
と
人
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
た
活
動
を
地
道
に
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
ご
活
動
は
、
多
く
の
方
々
の
信
頼
と
共

感
を
得
て
地
域
社
会
に
確
か
な
安
心
と
温
も
り
を
届

け
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
献
血
や
募
金
、
赤
十
字

運
動
の
普
及
推
進
な
ど
、
当
支
部
の
活
動
に
大
き
な

力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
歴
代
の
委
員
長
、
団
員
の

皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
改
め
て
敬
意
を
表
し

ま
す
と
と
も
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

二
十
年
に
わ
た
る
貴
団
ご
活
動
が
、
次
の
世
代
へ

と
受
け
継
が
れ
更
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
、
あ
わ
せ

て
、
皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　　
　
　
　

社
会
福
祉
法
人　

伯
耆
の
国

理
事
長　

山
　
野
　
良
　
夫 　

　

南
部
町
赤
十
字
奉
仕
団
合
併
二
十

周
年
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

奉
仕
団
精
神
の
人
道
・
博
愛
を
基

本
に
、
団
員
一
丸
と
な
っ
た
こ
の
二

十
年
間
の
活
動
に
対
し
、
心
よ
り
敬
意
を
表
す
次
第
で
す
。

　

こ
の
二
十
年
間
に
は
、
平
成
二
十
三
年
の
東
日
本

大
震
災
を
は
じ
め
五
度
も
の
大
震
災
等
が
発
生
し
、

赤
十
字
奉
仕
団
の
活
動
が
地
域
の
中
で
明
確
に
見
え

た
二
十
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ゆ
う
ら
く
に
は
、
施
設
の
中
に
季
節
の
花
が
あ
り
、

同
じ
地
域
で
暮
ら
し
て
き
た
馴
染
み
の
顔
に
会
い
、

親
し
く
声
を
か
け
て
も
ら
え
る
安
心
感
が
芽
生
え
、

目
指
す
暮
ら
し
の
継
続
そ
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

時
間
の
経
過
と
と
も
に
メ
ン
バ
ー
が
替
わ
っ
て
も
、

こ
の
活
動
の
バ
ト
ン
が
確
実
に
引
き
継
が
れ
、
施
設

の
中
に
暮
ら
し
の
風
を
吹
き
込
ん
で
い
た
だ
き
、
入

居
者
の
心
の
癒
し
と
な
り
続
け
る
こ
と
を
強
く
希
望

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
赤
十
字
精
神
に
基
づ
い
た
活
動
の
拡
充
を

強
く
希
望
し
、
こ
の
間
の
活
動
に
対
し
、
改
め
て
感

謝
と
敬
意
を
払
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
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日
本
赤 十

字
・

　
　　

・

団奉
仕

赤十字奉仕団員
信　条

一
、
す
べ
て
の
人
々
の
幸
せ
を
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

陰
の
力
と
な
っ
て
人
々
に
奉
仕
す
る

一
、
常
に
く
ふ
う
し
て
人
々
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
よ
い
奉
仕
が
で
き
る
よ
う
努
め
る

一
、
身
近
な
奉
仕
を
ひ
ろ
げ
す
べ
て
の
人
々
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
を
つ
な
い
で
世
界
の
平
和
に
つ
く
す

赤十字奉仕団
８の基本

赤十字は赤十字活動を表す「しるし」です
赤
十
字
奉
仕
団
の
奉

仕
精
神
の
普
及

地
域
社
会
、
福

祉
向
上
の
た
め

の
奉
仕

環
境
整
備
と
美

化
等
に
関
す
る

活
動

災
害
援
護
に
関
す
る

奉
仕

献
血
へ
の
協
力

赤
十
字
の
講
習

参
加
に
よ
る
知

識
及
び
技
術
の

取
得

他
奉
仕
団
と
の

交
流

組
織
の
強
化
、

活
性
化

●　社員増強に努める
●　新団員の加入促進
●　団員交流スポーツ大会の実施
●　各部会の事業推進

●　赤十字デ－の普及活動の実施
●　町行事等に参加し、赤十字奉
　　仕団の普及活動の実施
●　奉仕団だよりの年一回の発行

●　施設奉仕
●　募金運動の実施
●　子供たちとの交流
●　地域諸組織・団体
　　との連携活動

●　日南町赤十字奉仕団
●　境港市赤十字奉仕団
●　鳥取市赤十字奉仕団
●　湯梨浜町東郷赤十字奉仕団
●　八頭町赤十字奉仕団

●　救命救急法講習会
●　車イス介助講習会
●　防災ボランティア
　　研修への参加　

●　献血推進の呼びかけ、
　　献血車協力

●　プルタブを回収し車
　　イスを贈る活動の継続
●　法勝寺川土手清掃活動

●　炊き出し訓練の実施
●　災害ボランティアセンターへ
　　の支援体制準備

いっしょに活動しませんか !!

１

２

３

４５

６

７

８

ご
あ
い
さ
つ

南
部
町
赤
十
字
奉
仕
団

　
　
　
合
併
二
十
周
年
を
祝
し
て

南
部
町
赤
十
字
奉
仕
団

　
　
　
合
併
二
十
周
年
に
寄
せ
て

南
部
町
赤
十
字
奉
仕
団

　
　
　
合
併
二
十
周
年
を
祝
し
て



南部町赤十字奉仕団事業紹介

青
砥
　
美
智
子

足
谷
　
由
美
子

阿
代
田
　
正
子

生
田
　
佐
知
子

石
原
　
司
子

板
井
　
千
恵

板
　
　
秀
子

板
持
　
　
薫

岩
佐
　
暢
子

遠
藤
　
和
子

遠
藤
　
忠
明

遠
藤
　
優
彦

岡
田
　
洋
子

加
藤
　
紀
巴
子

加
戸
　
悦
子

亀
尾
　
克
栄

亀
尾
　
芳
美

北
尾
　
幸
枝

河
野
　
早
苗

坂
本
　
篤
美

陶
山
　
節
子

陶
山
　
睦
子

田
子
　
幸
子

谷
本
　
綾
子

種
　
　
茂
美

永
江
　
い
づ
み

長
尾
　
真
由
美

仲
田
　
春
美

仲
原
　
三
砂
子

西
村
　
芳
子

西
本
　
秀
子

野
口
　
昭
子

野
口
　
幸
子

秦
　
　
和
子

福
田
　
幸
子

福
間
　
幸
子

細
田
　
幸
子

松
野
　
和
子

三
鴨
　
さ
つ
き

三
鴨
　
多
憙
子

三
鴨
　
ま
す
み

山
田
　
安
身

山
野
　
真
由
美

山
本
　
猶
己

唯
　
　
聡
太

由
良
　
冨
子

吉
澤
　
純
子

吉
田
　
英
明

吉
持
　
登
志
子

吉
持
　
佐
知
子

渡
邉
　
徳
子

　
　
五
十
一
名

団
員
名
簿

団
員
交
流
会

▶

グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　

ゴ
ル
フ
大
会

▶

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　
　
　
　

親
睦
会

▶

新
年
会

▶

花
の
寄
せ
植
え

各
種
講
習
会

車イス介助講習会 救命救急法講習会
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
救
命
処
置
を

人
形
で
体
験
す
る

正
し
い
知
識
や
技
術
を
身
に
着
け

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
参
加

施
設
奉
仕
「
ゆ
う
ら
く
」

施
設
奉
仕
「
ゆ
う
ら
く
」

▶

南
部
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

▶

ふ
れ
あ
い
ク
リ
ー
ン

　
ウ
ォ
ー
ク

▶

小
豆
入
り
ホ
ッ
ト

　

パ
ッ
ト
の
贈
呈

▼
南
部
町
つ
く
し
保
育
園
窓
拭
き

▼
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
皆
生
大
会

他奉仕団との交流会

境港市赤十字奉仕団との交流会

八頭町赤十字奉仕団との交流会

平成 19 年　日南町赤十字奉仕団　　南部町

平成 20 年　　　　　　〃　　　　　日南町

平成 21 年　境港市赤十字奉仕団　　境港市

平成 26 年　　　　　　〃　　　　　南部町

平成 23 年　鳥取市赤十字奉仕団　　鳥取市

平成 24 年　湯梨浜町東郷

　　　　　　　　  赤十字奉仕団　　南部町

令和 ５ 年　八頭町赤十字奉仕団　　南部町

　　　　　（船岡・八東・郡家）

海
外
助
け
合
い
街
頭
募
金

　我々のワンコインが、苦
しむ人々の笑顔を取り戻す。
「人間を救うのは人間だ」
毎年、1２月に活動してい
ます。

　南部町社会福祉協議会が
開催している子ども用品譲
渡会に託児ボランティアと
して参加しています。カ
フェブースやｅスポーツ
ブースもあり、大変盛り上
がっていました。 　災害時に命を守る食事。大釜

での炊き出しを行い身近な食材
を使ってわかめご飯、蒸しパン
を作りました。ほっとするよう
な家庭の味が心のケアにつなが
るように、団員が工夫を凝らし
て提供しました。

　小中学生に奉仕団の活動を紹介する
「夏休みボランティア体験」がありま
した。防災食づくり、ダンボールベッ
トの組み立て、プルタブの選別作業等
行いました。ボランティアの小さな種
が根付いてくれたら嬉しいです。

赤
十
字
デ
ー

　
　
　

街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　５月は赤十字の創始者ア
ンリー・デュナンの誕生月
で、赤十字の普及・促進活
動のため街頭キャンペーン
を毎年行っています。

献
血
車
協
力

託
児
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

防
災
訓
練

夏
休
み
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
験

　
に
ぎ
や
か
な
夏
祭
り
や
餅
つ
き
。

花
咲
く
季
節
の
車
椅
子
で
の
施
設
内

外
・
花
回
廊
の
移
動
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
工
夫
を
凝
ら
し
た
各
地
域
ご
と

の
演
芸
交
流
会
。
ま
た
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
部
に
よ
る
ユ
ニ
ッ
ト
訪
問
で

の
和
や
か
な
語
ら
い
。
小
豆
入
り
ホ
ッ

ト
パ
ッ
ト
を
手
作
り
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
時
の
利
用
者
さ
ん
の
感
激
さ
れ
た

笑
顔
・
・
・

　
永
年
続
け
て
来
た
交
流
も
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
す
べ
て
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
今
続
い
て
い
る
の
が
二
十
四

年
目
を
迎
え
る
フ
ラ
ワ
ー
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
毎
週
月
曜
日
に
、
身

近
に
咲
く
草
花
を
施
設
内
の
あ
ち
こ

ち
に
生
け
、
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ

て
心
豊
か
に
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と

の
思
い
で
訪
問
し
て
い
ま
す
。
二
十

年
の
歩
み
は
ア
ッ
と
い
う
間
で
し
た

が
、
今
後
も
寄
り
添
い
、
喜
び
の
輪

が
拡
が
る
奉
仕
活
動
に
努
め
て
ゆ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
毎
年
卒
園
式

の
前
に
窓
拭
き

奉
仕
を
し
ま
す
。

手
製
の
竹
と
ん

ぼ
を
準
備
し
て

園
児
と
交
流
す

る
団
員
の
方
も

お
ら
れ
ま
す
。

　
苦
し
い
力
走
の
中
で
も
声
援
に
笑

顔
で
応
じ
て
く
れ
る
選
手
た
ち
も
数

多
く
、
一
体
感
を
感
じ
る
一
瞬
で
す
。

　血液型が合えば、手術がで
き助かります。出血を伴う手
術には輸血が欠かせず、献血
は大切な命を救います。今後
も皆様のご好意による尊い献
血が続けられることを願いサ
ポート
して参
ります。


